
⼦どもたちで創り上げる発表会

年少主任　うさぎぐみ　箱﨑 梨⾹⼦ 

 外も寒くなり、だんだん冬が近付いてきましたが、⼦どもたちは寒さに負けず元
気に体を動かして遊んでいます。�
 さて、１１⽉２３⽇の発表会に向けて本格的に練習が始まりました。初めて参加
する⼦も多いですが、各クラス本番に向けての練習に励んでいます。�
 今回の遊戯の振り付けは、先⽣が決めて指導するのではなく、クラスの⼦どもた
ちで考えて決めました。ですから、⼦どもたちのとても素敵なアイディアがたくさ
ん詰まっているお遊戯になっています♬�
 うさぎぐみでは、練習の前に必ず『頑張るポイント』を決めています。
どこをどうしたらもっと良くなるか考えながら、⼦どもたち同⼠で意⾒を出し合い
ます。練習が進むにつれて、⾃分のチームだけではなく、相⼿のチームの良いとこ
ろも考えるようになってきました。練習が終わった後には「かっこよかった！」
「はなまる！」とお互い褒め合い、温かく楽しい雰囲気で練習を終えています。
 また、⾃分たちでその⽇の⽬標を決めることで、より⼀層頑張ろうとする姿が⾒
られています。私が思いつかないような⽬標を考えていますよ。ただ保育者に褒め
られるだけでなく、お友だちに褒めてもらうことで、「⾒てもらえている」という
安⼼感が⽣まれ、より練習を頑張ろうとする姿が⾒られています。お友だちの応援
のパワーはとてもすごいです！今後も楽しんで取り組めるよう陰で⽀えていきたい
と思います！�
 本番当⽇はどのクラスも緊張してしまう⼦がいると思います。�
発表会最後にはたくさんの温かい拍⼿をよろしくお願いします。そしてたくさん褒
めてあげてください。当⽇は、皆様のご来場を⼼よりお待ちしています☺�

こいぬぐみの作品

職員室横に、かわいいお⿂の⽔槽が出現しました!!
⽔族館遠⾜を経て、こいぬ組で継続的に取り組んでい
る⽔族館づくりの活動。そのことを『きよた幼稚園の
お友だちに知らせたい！』という思いから、みんなで
⽔槽を作り、飾ることにしました☺
 毎⽉折り紙製作をおこない、上達してきた折り紙で
お⿂を折りましたよ。カラフルなお⿂が
泳いで、素敵な⽔槽ができました☆

『初めて』はドキドキするけど⾯⽩い！

 いちごぐみ　津⼭ 裕紀

 ４⽉当初は３名からスタートした今年度のいちご組。今では多くの友だちが⼊園
し、１５名揃って賑やかで元気に過ごしています。
 そんな⼦どもたちにとって、初めての集団⽣活の場である幼稚園。⼦どもたちは
幼稚園で様々な『初めての瞬間』を経験しています。�ふと考えると、⼤⼈になって
から、初めてのことを味わい喜んだり、悲しんだりすることは少なくなってきたよ
うに感じませんか…？しかし、⼦どもたちの⽣活の中では、『⾃分で着替えられ
た！』『前は⾷べられなかった野菜、⾷べられるようになった！』と嬉しい瞬間に
出会うことが沢⼭あります。反対に、『初めてお友だちと喧嘩をしちゃった…』と
落ち込む瞬間を⾒かけることもあります。
最近は幼稚園にも慣れ、毎⽇当たり前のように登園してきて元気な顔を⾒せている
⼦どもたちですが、よく考えると、初めて挑戦することに緊張をしたり、少し気持
ちが乗らないな…と思いながらも頑張ったりしている姿は、とても素敵なのだなと
思います。そして、そのような⼤事な瞬間を⼀つひとつ⼦どもたちと⼀緒に味わう
ことが出来るようにしていきたいと思います。また、時には『上⼿くいかなかっ
た…失敗しちゃった…』という時もあるかと思いますが、その時にはもう⼀度チャ
レンジできるように励ましていきたいと考えています。

 さて、いよいよ２３⽇は初めてづくしだった発表会が待っています！！
⼦どもたちがどのような反応をするのか、楽しみですね。緊張で思うようにいかな
い⼦もいるかもしれませんが、どのような発表になっても、⼦どもたちの初めての
瞬間を⼀緒に
楽しみましょう！
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�援してね�



12⽉の保育⽬標
満３歳 活動や遊びを友だちと⼀緒に楽しむ

年 少 遊びや活動の中で積極的に友だちと関わり、クラスの仲を深める

年 中 友だちの意⾒を認め合いながら関わりを深める

年 ⻑ 就学への意識を⾼め、苦⼿なことにも挑戦する

１ ２ ⽉ の ⾏ 事 予 定

おもちつき　８⽇（⾦）

遊戯室でニ⼈⼀組でもちつきを⾏いま
す。もち⽶を蒸す様⼦を⾒たり、つい
たおもちをお部屋で触ります。
※おもちは誤嚥事故等の安全⾯を考え
 園では⾷べません。

開園記念⽇　１０⽇（⽇）

幼稚園の５５歳のお誕⽣⽇です。
８⽇（⾦）にお祝いのおもちを
持ち帰ります。

《年⻑》個⼈懇談 １3⽇（⽔）１４⽇（⽊）

就学に向けて、年⻑の個⼈懇談を⾏い
ます。詳細は、１１⽉２0⽇にお便り
を配付します。

クリスマス会　１５⽇（⾦）

お遊戯室で全園児でクリスマス会を⾏
います。クラスで作ったプレゼントを
交換したり、お歌を歌って楽しみます

１２⽉誕⽣会　19⽇（⽕）

詳細は後⽇メールでお知らせします。

きよたっこでー　２１⽇（⽊）

きよたっこでーは、⼦どもたちが⾃ら
遊びを選んで過ごすことを⽬的とし、
朝の⾃由遊びから帰るまで、園内の好
きな場所で1⽇を遊んで過ごす⽇で
す。今年初めての試みですが、先⽣⽅
で検討を重ね、⼦どもたちが楽しい１
⽇を過ごせるよう⼯夫しながら⾏いた
いと思います。

冬休み中の連絡 ☏ 881-2453

何かありましたらご連絡ください。

⼟、⽇、祝⽇、年末年始
（８時∼１７時まで）

 （12/29∼1/3）は不在となります。
�������ご了承ください。

1�(⾦)スポーツ教室
①こいぬ②こぐま③ぞう・りす 給⾷

2�(⼟)

3�(⽇)

4�(⽉)スポーツ教室�①うさぎ・ぱんだ
②いちご・さくらんぼ�③ひよこ 給⾷

5�(⽕)にこにこくらぶ 弁当
6�(⽔) 給⾷

7�(⽊)にこにこくらぶ 弁当
8�(⾦)おもちつき���開園記念⽇のお餅配付 弁当
9�(⼟)

10�(⽇)開園記念⽇

11�(⽉)スポーツ教室
①りす�②ぞう�③こぐま・こいぬ 給⾷

12�(⽕) 弁当
13�(⽔)年⻑個⼈懇談 給⾷

14�(⽊)年⻑個⼈懇談 にこにこくらぶ 弁当
15�(⾦)クリスマス会 給⾷

16�(⼟)

17�(⽇)

18�(⽉)スポーツ教室�①うさぎ・ひよこ
②いちご・さくらんぼ�③ぱんだ 給⾷

19�(⽕)１２⽉の誕⽣会 弁当

20�(⽔)どんぐりひろば１１回⽬
「クリスマス会」 給⾷

21�(⽊)きよたっこでー 弁当
22�(⾦)終 業 式 �   午 後 保 育 給⾷

23�(⼟)冬季休業∼1/22 ���1/23(⽕)始業式

24�(⽇)

25�(⽉)

26�(⽕)

27�(⽔)

28�(⽊)預かり保育最終⽇

29�(⾦)幼稚園年末休業⽇

30�(⼟) 〃

31�(⽇)⼤晦⽇

《コラム》　　　発表会に向けて『私の苦い思い出』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園⻑　髙村　誠

 発表会が近付いてきました。我が⼦は上⼿に踊れるかな‥、⼤きな声でセリフを⾔えるかな‥と
楽しみだけれど、ちよっと⼼配なお⽗さんやお⺟さんもおられるかもしれません。
 もう３０年以上前のことですが、我が家の次⼥が年中の時、魔法にかかってロケットになり、
ぐるぐる⾛り回る役をやることになっていましたが…全く魔法にかからずその場に⽴ちすくむ娘。
歩いて帰る道すがら「なんでみんなと同じように、ロケットになって踊らなかったー」と、強い
⼝調で娘に⾔ってしまったことを発表会の時期が近付くと、今も苦い記憶として思い出します。
 ⼦どもは１歳を過ぎる頃になると「できる⾃分」と「できない⾃分」を認識している場合が多い
ようです。「できることは⾒てほしい」でも「できないことは…」。⼦どもも、⼤⼈と同じように
感じています。できない⾃分を責められた娘の気持ちはどうだったのかなぁ…。
 かつて⼩学校の校⻑をし、その後テレビの教育相談番組などで活躍した故吉岡たすくさんの著書
『⼩さいサムライたち』の中に、こんな⽂章がありました。
∼春先にきれいな花を咲かせる花もあれば、秋になって⼤輪の花を咲かせる花もあります。
 春咲く花がよくて、秋に咲く花は悪いのではありません。それぞれ咲く時季があるのです∼
 私も⼦どもたちと関わる仕事をして４０数年経ち、今は吉岡さんの⾔葉の意味がよく理解できま
す。かつての私⾃⾝もそうでしたが、親はどうしても我が⼦も皆と同じように早くできることを良
いことと捉えがちです。しかし、当たり前のことですが、⼈の成⻑や個性は⼀⼈⼀⼈全く異なりま
す。今、仮に⾒栄え良く演じることができなくとも、やがて綺麗に花咲く時が訪れるのです。もち
ろんその花咲くステージは⼈それぞれですが…。
 ということで、今年の発表会。⼼も⾝体も成⻑のスピー�ドは⼈それぞれ。発表の出来栄えにこ
だわらず、発表会の練習の過程を想像しながら、我が⼦の⽣の姿をしっかり⽬に焼き付けてほしい
と思います。そうすることで、我が⼦のちょっぴり成⻑した様⼦を感じ取っていただけたとした
ら、この発表会は⼤成功だと思っています。発表会、どうぞよろしくお願いいたします。

   　雪遊びについて

幼稚園の園庭に雪が積もったら雪遊びを⾏いますので、ご⽤意をお願いします。
雪遊びをするときは必ず、以下の物を⽤意して登園して下さい。
・スキーウエア→上下、またはつなぎ（かけ紐を必ずつけてください）
・帽⼦→雪遊びができる冬⽤の帽⼦を被って登園して下さい。
（バスバッチの付け替えもお願いします。）
・⼿袋→雪がつかないようつるつるした素材のもので、
 ⼿⾸が出ないくらいの⻑さがあるといいです。
 無くさないよう、紐をつけてきてください。
・⻑靴→雪が⼊らないよう、少し⻑めの物が良いです。
 雪が⼊りそうであれば靴カバーをつけてきてください。
★持ち物全てに名前を記⼊してください。
★⼦どもたちが⾃分で着脱しやすいもので、お家でも着脱の練習をしてみてください。
★濡れた時の着替えもあると良いです。

　幼稚園バス置き去り防⽌装置設置完了しました

＊��びができるようになりましたら�めてお知らせいたしますので
 ��をお願いします

来年４⽉から設置が完全義務化される置き去り防⽌装置ですが、製品の供給不⾜で
設置が遅れていましたが、この度設置が完了しました。
装置が設置されていても装置を過信せずに、バス乗務員の⽬視による確認を徹底し
事故防⽌に努めて参ります。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%95%99%E8%82%B2%E7%9B%B8%E8%AB%87

